
 

 

令和 7 年度                  

 

１ 登校
とうこう

 

・交通
こうつう

のきまりを守
まも

り、通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

って登校
とうこう

する。 ・忘
わす

れ物
もの

があっても、取
と

りに帰
かえ

らない。 

・登校
とうこう

時刻
じこく

を守
まも

る。（８時
じ

００分
ふん

）   ・校舎内
こうしゃない

に入る前
まえ

に、手洗い
て あ ら  

をする。 

・８時
じ

１５分
ふん

までは、校舎内
こうしゃない

に入
はい

らず、ピロティで待
ま

つ。（雨
あめ

の日
ひ

は８時
じ

から校舎
こうしゃ

に入れる。） 

 

２ 朝会
ちょうかい

 

・８時
じ

２０分
ふん

までには、きちんと並ぶ
な ら  

。(体育館
たいいくかん

へはクラスごとに並
なら

んで行く
い  

。)  

・ぼうしや手
て

ぶくろははずす。  ・上着
うわぎ

（コート・ジャンパー）はぬぐ。 

 

３ 学習
がくしゅう

 

えんぴつ５～６本
ぽん

  赤
あか

えんぴつ１本
ぽん

  青
あお

えんぴつ１本
ぽん

 

消
け

しゴム１つ    定規
じょうぎ

１本
ぽん

   

赤
あか

ボールペンを使
つか

うかは、先生
せんせい

が決
き

める。シャープペンシルは持
も

ってこない。 

 

・持
も

ち物
もの

には名前
なまえ

をつける。 ・学習道具
がくしゅうどうぐ

や 宿 題
しゅくだい

を忘
わす

れずに持って
も   

くる。 

・ノートに書
か

くときには、下
した

じきをしく。 

・ 学 習
がくしゅう

に必要
ひつよう

のない物
もの

は持
も

ってこない。自由帳以外
じゆうちょういがい

のメモ 帳
ちょう

や交
こう

かんノートなどは持
も

ってこない。 

・ 授 業 中
じゅぎょうちゅう

は、しっかり 話
はなし

を聞く
き  

。よけいなこと（おしゃべり、立
た

ち歩
ある

き、いたずら書き
が  

）はしない。 

・体育
たいいく

着
ぎ

の上
うえ

に服
ふく

を着
き

る場
ば

合
あい

は、チャックやフードがない服
ふく

を着
き

る。 

・体育
たいいく

着
ぎ

の下
した

にレギンス
れ ぎ ん す

やタイツ
た い つ

をはかない。 ・靴下
くつした

はひざ下
した

の方
ほう

が望ましい
のぞ     

。 

・寒
さむ

い時期
じ き

には、体育
たいいく

着
ぎ

の上
うえ

にズボンをはく場合
ば あ い

は、「安全
あんぜん

に運動
うんどう

ができるもの、脱
ぬ

ぎ着
き

が簡
かん

単
たん

にできるも

の」とする。（令和７年度より） 

 

  

 

 

 

４ 休
やす

み時間
じ か ん

 

・次
つぎ

の時間
じかん

の準備
じゅんび

をしてから休
やす

み時間
じかん

にする。 ・晴
は

れている日
ひ

は、できるだけ外
そと

で 体
からだ

を動
うご

かして遊
あそ

ぶ。 

・廊下
ろ う か

や階段
かいだん

は、静
しず

かに右側
みぎがわ

を歩
ある

く。 ・ジャングルジム、すべり台
だい

、芝生
しばふ

では、おにごっこをしない。 

・朝 礼
ちょうれい

台
だい

の上
うえ

では遊ばない
あ そ     

。 ・授 業
じゅぎょう

に間
ま

に合う
あ  

ように戻る
もど  

。 ・天然
てんねん

芝
しば

には入
はい

らない。 

 

５ 遊
あそ

び場所
ば し ょ

 

・安全
あんぜん

に気
き

を付けて
つ   

、なかよく遊
あそ

ぶ。 ・友達
ともだち

の気持
き も

ちを 考
かんが

えて遊
あそ

ぶ。 

・校庭
こうてい

、体育館
たいいくかん

ではボール
ぼ ー る

をける遊
あそ

びはしない。  ・ろうか、階段
かいだん

、テラス、ピロティ－では遊
あそ

ばない。 

志茂田
し も だ

のよい子
こ

 

＜１年生～４年生＞学 習
がくしゅう

に 集 中
しゅうちゅう

するため、筆箱
ふでばこ

は箱型
はこがた

の無地
む じ

、学 習
がくしゅう

道具
どうぐ

は、キャラクターのも

のなどは使
つか

わず、無地
む じ

のシンプルなものを使
つか

う ※買
か

い替
か

えるときも同
おな

じ 

＜５・６年生＞集 中
しゅうちゅう

して学習
がくしゅう

することを前提
ぜんてい

として、筆箱
ふでばこ

は華美
か び

でなく使
つか

いやすいもの（箱型
はこがた

、ポー

チ型
がた

）を使
つか

う。中身
な か み

に関
かん

しては上に書
か

いてあるものとする。（令和７年度より） 



 

・雨
あめ

の日
ひ

は、 教 室
きょうしつ

で静
しず

かにすごす。 ・体育館
たいいくかん

のわり当
あ

てのときは先生
せんせい

がついて遊
あそ

ぶ。 

 

６ 給食
きゅうしょく

 

・食
た

べる前
まえ

には、手
て

を洗
あら

い、うがいをする。ランチョンマットをしく。 

・当番
とうばん

は白衣
はくい

、ぼうし、マスクをつけ、かみの毛
け

が長
なが

い人
ひと

は結
むす

ぶ。 

・準備
じゅんび

中
ちゅう

、給 食 当 番 以 外
きゅうしょくとうばんいがい

は、座って
すわ   

待つ
ま  

。 ・好
す

ききらいをせず、残
のこ

さず食
た

べる。 

・班
はん

ごとにまとまって食
た

べてもよい。【感染症
かんせんしょう

が流行
は や

っているとき、映像
えいぞう

を流
なが

すとき、集 中
しゅうちゅう

して食事
しょくじ

をす

るとき（もぐもぐタイム）は前向
ま え む

きで食
た

べる。（令和７年度より）】 

 

７ そうじ 

・ 力
ちから

を合
あ

わせてすすんで働く
はたら 

。 ・そうじ 中
ちゅう

は、窓
まど

を開けて
あ   

かん気
き

をする。 

・そうじ用具
ようぐ

を大事
だいじ

に使
つか

う。 

 

８ 放課後
ほ う か ご

・下校
げ こ う

 

・下校時刻
げこうじ こく

を守
まも

って下校
げこう

する。 ・放課後
ほ う か ご

は、 教 室
きょうしつ

で遊
あそ

ばない。（ 最 終
さいしゅう

下校
げこう

は３時
じ

１５分
ふん

） 

・交通
こうつう

のきまりを守
まも

り、通学路
つうがくろ

を通
とお

って下校
げこう

する。 

・より道
みち

をしないで帰
かえ

る。知
し

らない人
ひと

にさそわれても、ついていかない。 

・忘
わす

れ物
もの

があったら、大人
おとな

の人
ひと

と取
と

りに来る
く  

。（土曜日
ど よ う び

・日曜日
にちようび

なども同
おな

じ） 

 

９ そのほか 

・時間
じかん

を守
まも

る。 ・エレベーターは大人
おとな

と一緒
いっしょ

のときだけ使
つか

う。 

・具合
ぐあい

が悪
わる

いときは、担任
たんにん

の先生
せんせい

に言
い

ってから、保健室
ほけんしつ

に行
い

く。 

保健室
ほけんしつ

へ行
い

くのは、なるべく休み
やす  

時間
じかん

にし、 授 業
じゅぎょう

におくれないようにする。 

【ことば】 

・元気
げんき

よく自分
じぶん

からあいさつをする。 ・乱暴
らんぼう

なことばを使わ
つか  

ない。 

・友達
ともだち

の名前
なまえ

をよぶときには、「～さん。」「～くん。」とよぶ。  

・目上
めうえ

の人や 上 級 生
じょうきゅうせい

に対
たい

しては、ていねいなことばづかいをする。 

【身
み

だしなみ】 

・こしに上着
うわぎ

を巻
ま

かない。 ・ハンカチ、ティッシュは毎日
まいにち

持って
も   

くる。 

・肩
かた

かけのポシェットは持
も

ってこない。 ・かみを染め
そ  

たり、パーマをかけたりしない。 

・身支度
み じ た く

はすっきりさせる。装 飾 品
そうしょくひん

（ミサンガ・ピアスなど）を身
み

に付けない
つ    

。 

・上
うわ

ばきを忘
わす

れたときは、担任
たんにん

の先生
せんせい

に伝
つた

えて、貸
か

し出
だ

し上
うわ

ばきを借
か

り、洗
あら

って返
かえ

す。 

【学校外】 

・遠
とお

くや、はんかがい、ゲームセンター、カラオケルームなどは、大人
おとな

の人
ひと

といっしょに行く
い  

。 

・S N S
えすえぬえす

学校ルールを守る。 

・S N S
えすえぬえす

、掲示板
けいじばん

等
など

に、悪口
わるくち

を書
か

き込
こ

まない。※誰
だれ

が見て
み  

も傷つかない
き ず      

内容
ないよう

にする。 

・誰
だれ

だか分かる
わ   

写真
しゃしん

や映像
えいぞう

を送らない
お く    

。（アップしない。）※個人
こじん

情 報
じょうほう

の保護
ほ ご

に気
き

を付け
つ  

る。 

・読
よ

み返
かえ

して相手
あいて

の気持
き も

ちを 考
かんが

えてから送信
そうしん

する。 

・インターネット等
など

の利用
りよう

は、時間
じかん

を決
き

めて、夜
よる

遅
おそ

くまで利用
りよう

しないようにする。 


